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学位論文内容の要旨 

 

 

  

 

 



 

  

 



 

審査結果の要旨 

 

 

  

要 旨 

 

 近年、自動運転やセキュリティ、医療検査など、様々な分野で、AI、特に深層学習を活用した画

像認識の要望が高まっている。AI画像認識には目的に応じて様々なタイプがあり、分類classification

（犬か猫か）より、検出detection（チワワがどこにいるか）に高い精度が必要となる。本研究は、重

なった物体の正確な位置判定、極めて小さいサイズの物体の検出という特徴を持つAI画像物体検出

手法を新たに提案し、従来の方法と比較検討した。 

 従来の深層学習による物体検出は、大きく分けて、大まかな領域を抽出した後に正確な位置判定

と内容分類を行う2段階の検出法と、後者を同時に行う１段階の検出法があり、１段階検出法は計算

時間が少ないものの精度が低いという問題があった。本研究では１段階検出法の代表的方法であるS

DD（Single Shot Multibox Detector）をベースにし、16層のCNN（Convolutional Neural Network）と

内容分類のための畳込み層の間に新たに独自に開発した特徴抽出モジュールを挿入することで、精

度を向上させた。さらに標準的なテスト画像を用いて、提案法と従来法：複数の改良されたSSD法、

同様に複数のCNN法、YOLOなどを比較し、提案法の有効性を検証した。 

 これを要するに、申請者は、AI画像認識分野において、新たに精度が高い物体検出が可能な方法

を考案したものであり、画像認識および深層学習分野に貢献するところ大である。 

 よって、申請者は、北見工業大学博士（工学）の学位を授与される資格があるものと認める。 
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